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福島第一原子力発電所事故において、非常用交流電源は津波が発電所に到達したと考えられる時刻に集中

して喪失していることから、津波が原因で喪失したものと考えられている。今回、非常用交流電源設備の

設置位置と機能喪失時刻の関係に着目し、津波が原因であるとすることの妥当性について再検証を行った。 
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1. 緒言 福島第一原子力発電所事故において発生した非常用交流電源の喪失については、波高計のデータ、

津波の連続写真、プラントデータに基づき原因調査が行われ、津波が原因で電源喪失に至ったと推定して

いる[1]。この推定をより確からしいものとするため、各電源設備の設置位置と機能喪失時刻の関係に着目

して、津波が電源喪失の原因であるか再検証した。 

2. 検証方法および結果 津波が非常用電源喪失の原因である場合、非常用ディーゼル発電機（D/G）や非

常用メタクラ（M/C）等の設備の津波到達時刻と機能喪失時刻には相関があると考えられる。各設備への

到達時刻の特定は困難であるが、到達時刻は建屋の推定浸入箇所を通じて各設備に至るまでの津波浸水の

経路長に相関があると考えられるため、各設備まで最短経路で津波が浸入したと想定し、各設備までの経

路長と機能喪失時刻を比較した。 

海側道路を基準とした各設備までの経路長と機能

喪失時刻の関係を図１に示す。図より各設備の経路

長が長いほど機能喪失時間が遅い傾向が確認された。

従って、津波浸水を原因として、非常用交流電源は

機能喪失したものと推定できる。なお図より、１号

機の機能喪失時刻が他号機より早いことも確認でき

る。１号機の非常用 M/C はタービン建屋大物搬入口

の近くにあり、震災当時その搬入口は作業のため防

護扉が開放されシャッター１枚の状態であった。ゆ

えに、津波によりシャッターが破損し、M/C が早々

に被水して機能喪失が早まったものと考えられる。 

3. 結論 再検証の結果、非常用電源設備への津波浸入の経路長が長いほど機能喪失時刻が遅い傾向が確認

できた。このことから、非常用交流電源は津波により機能喪失したと推定した。 
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図１ 各設備までの経路長と機能喪失時刻の関係 
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